
学校番号 １１７ 

令和２年度 保健体育科 

教科 保健体育 科目 体育 単位数 ３単位 年次 １年次 

使用教科書 最新高等 保健体育（大修館書店出版） 

副教材等 ステップアップ高校スポーツ （大修館書店出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

授業の約束を守りましょう 

１授業時間を守る。２服装を守る。３忘れ物をしない。４見学時の連絡。 

「自分から」取り組みましょう 

１準備運動や係りの仕事など「自分から」やりましょう。２できないことをできるようにするため

調べたり聞いたり工夫したりと指示を待つのではなく「自分から」取り組もう。３自ら学び、自

ら考える力を育てるために「運動の学び方」を重視します。 

自己評価や相互評価を大切にしよう 

１自分の態度や服装・技能を自分で評価する。２友人とお互い評価しあい、それを励みに次の段階

に進もう。３先生の評価や指導・アドバイスをどんどん取り入れよう。 

 

２ 学習の到達目標 

１運動の課題や方法を理解して運動をおこなうと共に、体力の向上や運動の特性に応じた技能を身

につける。２自ら進んで運動に取り組み、公正・協力・責任などの態度を身につける。３運動の特

性に応じた自己やグループの課題解決を目指して、運動の仕方を考え工夫することができる。４運

動の特性を理解し、生涯にわたって運動の楽しさを味わうための基礎作りができる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自ら進んで運動の楽

しさや喜びを学ぶ。 

健康や安全面に留意

しながら、主体的に取

り組む。自他の技能を

客観的に判断し、責

任・協力などの態度を

身につける。 

知識を活用しながら

技能向上につなげる。 

体力や技能を高める

ため計画を個々に考

えさせ、また得た成果

を応用発展させる。 

記録や技能向上に挑

戦する。種目に応じ

た特性を理解し、個

人が最大限にパーフ

ォーマンスできるよ

うにする。 

運動のそれぞれの名

称や使い方、体力向

上の仕方等理解し、

具体的に安全の確保

を理解しながら実践

する。また、スポー

ツの歴史等も理解す

る。 

評
価
方
法 

受講態度の観察 

ノート 

レポート等 

ノート 

レポート 

体育理論 

技能観察 

ノート等 

ノート 

レポート 

体育理論のテスト等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

１
学
期 

集
団
行
動
・ラ
ジ
オ
体
操
・器
械
体
操
・陸
上
競
技 

オリエンテーション 

 

     

 

 

集団行動 

体ほぐし運動 

ラジオ体操第１ 

新体力テスト 

○ ○  ○ a:体つくり運動の楽しさを体

験するとともに、体力や能力の

違いを配慮し、自己の責任と集

団意識をもち、安全かつ自主的

に取り組もうとしている。 

b:ねらいに応じ手健康の保持

増進や均整の取れた体力強化

に自主的に取り組む方法を工

夫している。 

d:運動を継続する意義、運動の

原則を理解している。 

受講態度の

観察 

レポート 

 

マット運動 

短距離走 

ハードル走 

 

○ ○ ○  a:各種目の楽しさや喜びを味

わうことができ、ルールやマナ

ーを守り、自己責任を果たし、

安全面に十分配慮し、自主的に

取り組もうとしている。 

b:生涯にわたって各種目を豊

に実践するための自己の課題

に応じた運動の取り組み方を

工夫している。 

c:各種目の特性に応じた、各種

目、演技特有の技能を身につけ

る。 

d:技術や技の名称や行い方、体

力の高め方、運動の観察の方法

を理解している。 

受講態度の

観察 

レポート 

記録 

体
育
理
論 

 

人間にとって「動く」とは何か 

スポーツの始まりと変遷 

スポーツ文化の楽しみ方 

オリンピックと国際理解 

スポーツと経済 

ドーピングとスポーツ理論 

○ ○  ○ a:スポーツの歴史、文化的特性

や現代のスポーツの特徴につ

いて自身の考えを発表するな

どの活動を通して、学習に自主

的に取り組もうとしている。 

b:スポーツの歴史、現代のスポ

ーツの特徴について、必要な情

報を比較したり分析したりし

てまとめた考えを説明できる。 

d:スポーツの歴史、現代のスポ

ーツの特徴について、書き出す 

 

受講態度の

観察 

レポート 

体育理論の

テスト 



武
道 

柔道 

（受身・寝技） 

○ ○ ○ ○ a:柔道の楽しさや礼儀、相手へ

の尊重など、伝統的な行動の仕

方を大切にし、安全面に特に配

慮しながら取り組もうとして

いる。 

b:生涯にわたって柔道を豊か

に実践するための自己の課題

について取り組み方を工夫し

ている。 

C：柔道の特性に応じた、攻防

を展開するため安全面を習得

できているか 

d:伝統的な考え方、技の名称や

体力の高め方、運動観察の方法

を理解している。 

受講態度の

観察 

レポート 

技能観察 

２
学
期 

水
泳
・球
技 

水泳 

（クロール・平泳ぎ） 

 

 

 

○ ○ ○ ○ a:水泳の楽しさを味わえるよ

うマナーやルールを大切にし

安全面に特に配慮して、自主的

に取り組もうとしている。 

b:生涯にわたって水泳を継続

できるよう、自己の課題を克服

できるよう工夫している。 

c:水泳の特性に応じた、効率的

な泳法を身につけている。 

d:技術の名称や行い方、体力の

高め方、運動観察の方法を理解

している。 

講態度の観

察 

レポート 

技能観察 

記録 

サッカー 

個人技能（ドリブル・各種パ

ス・各種トラップ・シュート） 

集団技能（各種パス・連携プ

レー等） 

ゲーム（ミニコート・６対６） 

○ ○ ○ ○ 

a:危険なプレー等をしないよ

うに安全を確保する。 

b:ノートでの課題確認 

c:個人と集団の技能習得 

d:ルールの理解 

受講態度の

観察 

技能観察 

スキルテスト 

ゲーム結果 

ノート 



２
学
期 

武
道 

柔道 

（投げ技・足技） 

○ ○ ○ ○ a:柔道の楽しさや礼儀、相手へ

の尊重など、伝統的な行動の仕

方を大切にし、安全面に特に配

慮しながら取り組もうとして

いる。 

b:生涯にわたって柔道を豊か

に実践するための自己の課題

について取り組み方を工夫し

ている。 

C：柔道の特性に応じた、攻防

を展開するため安全面を習得

し、得意技を身につけているか 

d:伝統的な考え方、技の名称や

体力の高め方、運動観察の方法

を理解している。: 

 

受講態度の

観察 

レポート 

技能観察 

３
学
期 

球
技 

 

サッカー 

集団技能（チーム内でのポジ

ションごとの連携プレー） 

ゲーム（ハーフコートでの１１

対１１） 

○ ○ ○ ○ 

a:危険なプレー等をしないよ

うに安全を確保する。 

b:ノートでの課題確認 

c:個人と集団の技能習得 

d:ルールの理解 

受講態度の

観察 

技能観察 

スキルテスト 

ゲーム結果 

ノート 

陸
上
競
技 

持久走 

１２分間走 

１５００Ｍ・３０００Ｍ走 

シャトルラン 

○  ○ ○ a:各種目の楽しさを理解する

ため、安全面を配慮しながら自

主的に取り組もうとしている。 

b:生涯にわたって各種目を豊

に実践するため自己の課題に

応じた取り組み方を工夫して

いるか。 

c:一定のスピードで運動を続

けるための工夫や技能を習得

できているか 

d:種目の特性に応じた練習方

法の工夫や体力を高めるため

の練習の仕方に取り組めてい

る 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


